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デジタル化の波を見据え
　　　　　逆境をチャンスに

　令和 3年の年頭にあたり、ご挨拶申し上げます。

　昨年は年明けより全世界で新型コロナウイルス

の感染が拡大し、未だ終息が見えない状況です。

昨年末より欧州にてワクチン接種が始まりました

が、我が国でも接種体制の整備が急務であります。

　このような中、次期バイデン政権の外交・経済・

環境政策等が注目されると共に、国内では菅政権

による規制改革、脱炭素化、デジタル化が推進さ

れております。

　昨年末の税制改正では商業地、住宅地等の固定

資産税の据え置き、住宅ローン減税の期限延長、

面積要件の緩和がなされ、経済対策では地方移住

の住宅ポイント制度の創設等、コロナ禍での生活

様式を考慮した対策がなされました。

　本会では昨年 8月よりハトマークWeb 書式作

成システムを稼働させ、売買・賃貸計約60,000件

の書式が作成されました。本年の通常国会ではデ

ジタル化一括法案が上程され、不動産取引でも非

対面契約が可能となる見込みです。本会としても

デジタル化に対応すべく書式作成システムで蓄積

されたデータの活用やWeb 研修システムの整備、

電子契約システムの構築を進めていく所存です。

　また、 6月の賃貸住宅管理適正化法の全面施行

に備え、会員の皆様の業務に支障がないよう適切

な対応を図ります。

　終わりに皆様の経済活動の維持と雇用の確保を

旨とし、政策産業である不動産業の発展と共に本

年が皆様にとって良き年となることを祈念し、挨

拶とさせていただきます。
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